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１）今日のテーマ「有終の美」 

おはようございます。新年あけましておめでとうございます。新しい年、新学期に

なりました。毎年思うのですが、こうして体育館で全学年、このメンバーが揃って新

学期の始業式をするのは、これが最後になります。「一期一会」という言葉があります

が、このメンバーで新学期が迎えられることの尊さをかみしめて、３学期を過ごしま

しょう。 

さて今日は、「有終の美」という話をします。「有終の美を飾る」という言葉はみな

さんも知っていますよね。最後までしっかりやる遂げること、という意味ですが、学

年の締めくくりである３学期、その始まりに当たり、改めて有終の美をテーマにしま

した。 

 

２）それぞれの「有終の美」 

 ３年生はいよいよ卒業に向けて、登校日も残り少なくなります。１２月には、卒業

制作展が開かれ、多くの人が来場しました。２学期終業式でも私の話の中で宣伝しま

したが、あれから見に行った人はいますか。卒業制作はまさに有終の美を飾るにふさ

わしい作品ばかりでした。 

 私は２日目の１２月２３日に見に行きました。私の感想をここで述べたいと思いま

す。作品は、どれも個性があふれ出ていて見ていて心動かされました。３年生の作品

は、今までも校内の展示で見ていました。卒業制作の作品が、これまでの校内展示の

作風の延長線上にある、これぞ「集大成」と感じさせるものもあれば、これまでの作

風と違った「意外性」のあるもの、「ああ、この人はこういう絵も描けるんだ、こうい

う絵が描きたかったんだ」と感じさせるものもありました。さらにそこから、私は、

みなさんの作品から、「それぞれの成長と卒業」という言葉が浮かんできました。卒業

とは、これで高校を終わります、という最高到達点であるわけです。ということは、

卒業制作は最高傑作であり、まさに「有終の美」そのものと言えます。 

 ３年生のみなさん、卒業制作展は終わりましたが、卒業式まではまだ２か月ぐらい

あります。絵だけではなく、みなさんの生活態度、卒業式の日のあり方で有終の美を

飾ってください。そのためにも、高校卒業を機に、何を卒業するのか、何から卒業す

るのかを考えてみてください。卒業式の日の有終の美を楽しみにしています。 

 １・２年生は、卒業まではまだまだ時間がありますが、このクラスで過ごすのもあ

と３か月を切りました。３学期の大きな行事で、３月１９日にスポーツ大会がありま

す。ぜひ、各クラスで「有終の美」を飾るような団結を見せてください。また、本校

では２年間、教育委員会の支援を受け「エンジョイスポーツプロジェクト」に取り組

んできました。スポーツの楽しさ、充実感、やってよかったという感じを味わってき

たのではないかと思います。それを３月のスポーツ大会では、自分たちでスポーツを

楽しむ、という思いにつなげてください。今年のスポーツ大会の目標は「できる限り

自分たちで運営する」となっています。私はこの学校に来て３年目ですが、年々行事



がよくなっている、生徒のみなさんが自主的に行動できるようになってきている、と

いうのを感じています。私だけでなく、他の先生方も同じ思いです。今年のスポーツ

大会も、過去の反省を生かし、実行委員を中心に大いに盛り上がるよう期待していま

す。 

 まとめますが、今年のスポーツ大会で１・２年生には３つの有終の美を飾ってもら

いたいと考えています。一つは「クラスの団結の有終の美」、２点目は「これまでの学

習でスポーツを楽しんできたまとめとしての有終の美」そして３点目が「自分たちで

運営する、運営できる力を発揮する有終の美」です。 

 

３）後輩に伝える、残す 

 そして、各学年とも有終の美を飾り、それを後輩たちに伝え、残していってくださ

い。３年生は、１・２年生に卒業生としての有終の美を立派な姿で、態度で伝えてほ

しい。そして１・２年生は、スポーツ大会や日頃の学校生活での今年１年の有終の美

をそれぞれの自信に変え、４月からやってくる新入生を迎えてほしい、と願っていま

す。 

 

４）結び 

最後になりますが、３学期は元々期間が短い上に、入試もあって登校日はさらに少

なくなります。２年生は修学旅行がありますし、３年生はいよいよ卒業を控え実際の

登校日は数えるほどになります。みなさん、一日一日を大切に、健康に注意して３学

期を過ごしましょう。 

今日のテーマを振り返りますが、「有終の美」でした。以上で私の話を終わります。 


